


















































　　　れている。Novshek and Sonnenschein ［1978], Mas-Colell［1983］および
　　　uiph r1981ａ］等を参照せよ。






































































































　(ii) (t, a)^(i, a)についてズ（らめＥｘｃ（t， 　P，　ａ)ｶﾞヽつＣ（t，　p．び。
　　ズ（らめ）＝夕。











　定義４：推測C(t, a, p＼ x')は次の条件を満たすとき，推測均衡{p＼
∂o，ズo)で主体a, a)にとり｢合理的｣である。
　(i)(♪o，θo，ズo)ｅＣＥ(Ｆ)。
　(ii) CE(t，　５， Ｅ)∩WCt, a.夕°, d＼ x＼ E) = 0。































































for {t, a)^(t, a)。























　(ii) CE(t， 　５， po，θo，ズo召）∩ｒ（t， 　ａ， p°, d＼ x＼ E) = 0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α｡e. in H〉くＴ。
ここでｒ（t， 　ａ，　p°, d＼ x＼ E)≡{(A d, x)＼M{t， ５， p", x(t, a))≧





　5）定義６については, Roberts and Postleweite ［1976, P. 120, Definition］
　　　を参考に,している。











済の列j sequence of economyを用いて分析してみよう。主体数が有限か
ら無限へと増加して，経済がより競争的となる場合に，弱合理的推測に基
づく主体の行動は，いかなる帰結を経済にもたらすのであろうか。























































































































積空間であるから, Kuratowski[1968, Theorem １,p. 93]によってＣは距








― 66 (45) ―
ある。ゆえにＣが平等連統であることから, Kelly［1955, Theorem 7.21,
p. 236および7. 22, P. 237］によってＣはコンパクト空間である。 Q.E.D.










し，Tは完備可分距離空間であるから, Hildenbrand［1974, Proposition 2，







　(i) d=v°u:-＼ e,= voTt-＼






― 65 (46) ―
5=mm{^JIw>≪}, pn={Pi)。 limA=夕≫Oであるから，十分大きなｉ










(P，　0，　％)ｅＣＥ(t，　ａ，　ｐ，　ｅ，Ｘ，　Ｅ)。他方，ズ(t， 　９)gF^(1, e, C, p.
o), x(i, a)≒がa, a)であるから，が(t， 　ａ)y-ixCt, a)となる。♪≫0
と選好の連続性と単調性から夕が(t， 　９)=M(t, a.　机　ｘ゛(t，　９))＞訂(Z，
ａ， p，　Ｘ(t, o))。かくして{P, d, x)∈ｒ(t， 　ａ，ｐ，　０，Ｘ，　Ｅ)となる











但し, Xitk, Ok)∈が(tｆｃ， 　l>ｆｃ，　Ｏｆｃ)に注意。(i)と同様にして
　　　　＼St＼<h, ＼x,it,.ら)Iりz
が十分大きなゐに対し成立する。かくして，
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